
令和４・５年度汚水処理の広域化・共同化可能性検討調査の結果 
 

供用開始から 50 年以上が経過する逗子市浄水管理センターの再整備及び葉山中継

ポンプ場の津波対策等が両市町の下水道事業の重要な課題となっています。このため、

これらの課題を解決することで両市町の将来に向けた安定した下水道事業運営につ

ながることを期待して、令和４、５年度の２か年をかけて葉山浄化センターにおいて

逗子市の汚水を処理する広域化・共同化の可能性について検討しました。 

なお、検討に当たっては、逗子市と葉山町の両首長を構成員とする協議会を設置し、

令和４年度は技術的可能性の検討、５年度は経済性の検討を行いました。 

 

１ 技術的可能性の検討 

 広域化・共同化の技術的可能性に関する主な検討結果は次のとおりです。 

① 逗子市浄水管理センターと葉山中継ポンプ場の双方から葉山浄化センターまで新

たに管きょを建設することにより、電力を使わずに自然流下で下水を導水できる。 

（別添「葉山浄化センターへの管渠の検討ルート図」参照） 

② 下水の到達地点である葉山浄化センターの敷地内では流入管きょが地下約 64m と

なるため、大深度の揚水ポンプ場が必要となる。 

③ 逗子市域からの雨天時下水は逗子市浄水管理センターで処理せざるを得ないため、

新たに雨天時対策施設の建設が必要となる。 

 

２ 経済性の検討 

広域化・共同化により葉山浄化センターで逗子市の汚水を処理する場合と、広域化・

共同化せずに逗子市浄水管理センターを現在地で再整備する場合の経済性を比較し

たところ、概ね下表のとおりとなりました。建設費、維持管理費ともに、広域化・共

同化する場合がしない場合を上回りました。特に、逗子市にとっては広域化・共同化

した場合が建設費で 273 億円、維持管理費で年間 2.15 億円上回るという結果となり

ました。 

項 目 広域化・共同化する場合 広域化・共同化しない場合 

建設費（億円） 
684 

【逗子市：597 葉山町：87】 

350 

【逗子市：324 葉山町：26】 

維持管理費（億円/年） 
8.35 

【逗子市：7.84 葉山町：0.51】 

6.24 

【逗子市：5.69 葉山町：0.55】 

 

※金額は将来の物価上昇を見込んでいない令和４年度基準の税込み価格としており、また、既設

の葉山浄化センター分の建設費と維持管理費は含んでいない。 

 

３ 協議会における合意事項 

 令和４年度と５年度に各３回協議会を開催し、合意事項は次のとおりとなりました。 

① 葉山浄化センターで逗子市の汚水を処理する広域化・共同化の可能性について検

討した結果、経済性等の理由から今回のケースでは広域化・共同化を実施しない

こととする。 

② 両首長とも広域化・共同化の必要性について認識しているところであり、将来に

わたり課題が発生した際は、両市町が連携して持続可能な下水道事業運営を目指

していくこととする。 
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